
あましん金融教育プログラム
当金庫は地域の皆さまの金融リテラシー（知識）向上のため、
学校などを訪問し、小学生から高校生までを対象とした金融教育
を実施しています。
2024年7月18日、尼崎市立尼崎双星高等学校の2年生を対象に
「あましん金融経済教育セミナー」を実施しました。当日は「お金
を借りる・資産運用」についての講義を行ったほか、金融トラブル
の実情に詳しい兵庫県弁護士会から「社会生活と金融トラブル」に
ついて、事例を交えながら説明いただきました。

魅力ある地域社会づくりへの貢献

尼崎 森と運河の発表会
～環境学習フォーラム2024～

ＴＣＦＤ提言に沿った取り組み

2024年8月9日、尼崎市立小田南生涯学習プラザで開催された
環境学習フォーラム「尼崎 森と運河の発表会」に当金庫も参加し
ました。当日は、尼崎臨海地域で行われている環境学習を広く知って
もらうことを目的に、尼崎の森中央緑地や尼崎運河での環境
学習の発表のほか、子どもたちが楽しめる企業参加型の環境学習
ワークショップが行われました。当金庫も磁石を使った釣りゲームを
通じて楽しみながら金属資源の分別が学べる「エコ・フィッシング・
キャッチャー」のブースを出展。参加してくれた多くの子どもたち
と一緒に環境について学習しました。

神戸市内の4ヵ店（神戸・深江・神戸東・六甲）は、2024年6月6日からフードドライブと
ペットボトルキャップの回収を開始（常設）しています。この活動は、各支店が取り組む
地域貢献活動の一環として深江支店でフードドライブを、神戸支店でペットボトルキャップ
回収を行ってきたことをきっかけに、活動の範囲を神戸市内全店に拡大したものです。

環境保全の永続的な取り組み

神戸市内店舗
フードドライブ ＆ ペットボトルキャップ回収

地域の皆さん

SDGs
と

当金庫は、脱炭素社会への移行や持続可能な社会の実現にこれまで以上に貢献していくため、
2023年にTCFD提言への賛同を表明しました。サステナビリティ体制を強化し、TCFD提言を踏ま
えた気候変動にかかる情報開示の充実に努めるとともに、これまで推進してきた社会・環境
課題解決への取り組みをさらに発展させ、持続可能な社会の実現に取り組んでまいります。

あましんは地域社会の発展を
常に考えた事業活動に取り組んでいます
創業以来「地域社会への貢献」を経営の基本方針に掲げ、地域経済の活性化と持続的発展、魅力ある地域社会づくり、

環境保全の永続的な取り組みなど、地域社会の発展を常に考えた事業活動に取り組んでいます。

堅実・健全経営に努め、
さらなる信頼性向上をめざします。
金融サービスの提供を通じて、これからも地域経済の持続的発展に努めてまいります。

業 務 純 益

26億円

経 常 利 益

41億円
税引後中間純利益

29億円

堅実・健全経営に努め、
安定した収益を確保しています

金融機関を取り巻く収益環境が厳しい中におい
ても、業務純益26億円、経常利益41億円、税引
後中間純利益29億円を計上しました。
引き続き、地域・お客さまの持続的発展や課題
解決に貢献し、ともに成長できる好循環の実現
に努めてまいります。

皆さまからのご預金を
地域経済の活性化に役立てています

預金積金残高は、お客さまのニーズに的確かつ
タイムリーにお応えする各種商品を揃え、ライフ
プランに応じたサービスの提供に努めた結果、
9月末残高は2兆9,143億円となりました。総預金
に占める個人預金の割合は69.5％となりました。
貸出金残高は、お客さまの資金ニーズに迅速に
お応えし、9月末残高は1兆3,139億円となりま
した。引き続き、お取引先との対話を重ね、課題
解決に向けた最適なソリューションの提供に
よる伴走支援に努めてまいります。

■預金の預金者別内訳

収益の推移

預金積金・個人預金・貸出金残高の推移

■貸出金の業種別残高内訳

自己資本比率は15.78％になりました

当金庫では、資本の有効活用の観点から、適切なリスク
管理のもと、地域のお客さまに対する金融仲介機能の積極
的な発揮に努めるとともに、有価証券運用では内外の金融
市場の変化を見据え、収益性向上に向けたポートフォリオ・
リバランスを進めており、経営の健全性維持と収益力強化
の両立をめざしています。
2024年度上期は、貸出についてコロナ関連の制度融資の
返済が進む一方、制度融資以外の事業性融資（プロパー
融資）が増加したほか、有価証券運用についても収益確保
に向け国内事業債等への投資を増やしたため、貸出、有価
証券ともにリスクアセットが増加しました。
その結果、自己資本比率は15.78％と前期末より幾分低下
しましたが、引き続き国内基準（4％）を大きく上回り、高い
健全性を維持しております。

自己資本額（単体） 自己資本比率(単体)

自己資本比率（国内基準・単体）

不良債権に対する備えは万全です

金融再生法開示債権における不良債権比率は5.49%と前期
末より0.31ポイント良化しました。これまで同様、不良債権に
対する適正な引当を行い、内部留保とあわせて万全の備え
をしております。

不良債権について

破産、会社更生、再生手続などの事由により経営破綻に陥っている債務
者に対する債権及びこれらに準ずる債権。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができな
い可能性の高い債権。

危険債権

「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金。
要管理債権

不良債権比率

※計数は2024年9月末現在　原則として単位未満を切り捨てのうえ表示しています。
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建設業
2,545億円  19.3％

製造業
1,711億円  13.0％

運輸業･郵便業
532億円  4.0％

個人
944億円   7.1％

その他
866億円  6.5％

地方公共団体
1,451億円  11.0％

サービス業
1,440億円  10.9％

不動産業
1,609億円  12.2％

卸売業・小売業
2,036億円  15.4％

貸出金
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うち個人による貸家業
（638億円  4.8％）
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あましんSDGs応援融資
～多様な学びを支援～
当金庫では2019年10月から、お取引先のSDGsやESG、カーボン
ニュートラルへの取り組みを資金面からサポートする「SDGs応援
融資」を取り扱っています。この商品では、取り扱い実績に応じて、
SDGsの趣旨に賛同し地域課題の解決に寄与されている組織、団体
などへ寄付を行っています。
2024年10月8日、「SDGs応援融資」取り組みの一環として川西市へ
多目的個別デスク・スタッキングチェア24セットを寄贈しました。
同市では学校内の空きスペースを活用し、自分のクラスに入りづ
らい児童生徒に対し、落ち着いた空間で学習支援や生活支援を行う
「校内サポートルーム」の取り組みを進めています。今回寄贈した
机と椅子は市立の小学校および中学校のサポートルームで活用
されます。

神戸大学×あましん
第2回共同研究成果発表・シンポジウム開催
2024年5月13日、神戸大学経済経営研究所とシンポジウム「ESG
地域金融がつくる中小企業の輝く社会」を開催しました。リアルとオン
ラインのハイブリッド形式で実施し、金融機関をはじめ中小企業
支援機関や地方公共団体などから約400人に参加いただきました。
当金庫は、ESG（環境、社会、ガバナンス）要素を考慮した事業性
評価の構築をめざし、2022年度から同大学と共同研究を進めて
おり、シンポジウムではこれまでの研究成果として「ESG要素を
考慮した事業性評価・支援による地域ESG推進モデルの取り
組み」について報告しました。また、評価シートを活用した実践
事例としてお取引先2社と取り組みを発表しました。

当金庫は、地域ESG推進モデルの横展開の一つ
として、2024年9月19日に神戸大学で兵庫県外の
３信用金庫（浜松いわた、川崎、福岡ひびき）と
ESG支援の知見を共有する「信金ESG広域連携
会議」を開催しました。この会議は年3回を予定して
おり、各信金の取組事例を通して必要とされる
ESG支援のあり方を
研究し、地元企業の
伴走支援に活用して
まいります。

地域経済の活性化と持続的発展

地域を超えて、ともに成長を



あましんは地域社会の発展を
常に考えた事業活動に取り組んでいます
創業以来「地域社会への貢献」を経営の基本方針に掲げ、地域経済の活性化と持続的発展、魅力ある地域社会づくり、

環境保全の永続的な取り組みなど、地域社会の発展を常に考えた事業活動に取り組んでいます。

堅実・健全経営に努め、
さらなる信頼性向上をめざします。
金融サービスの提供を通じて、これからも地域経済の持続的発展に努めてまいります。

業 務 純 益

26億円

経 常 利 益

41億円
税引後中間純利益

29億円

堅実・健全経営に努め、
安定した収益を確保しています

金融機関を取り巻く収益環境が厳しい中におい
ても、業務純益26億円、経常利益41億円、税引
後中間純利益29億円を計上しました。
引き続き、地域・お客さまの持続的発展や課題
解決に貢献し、ともに成長できる好循環の実現
に努めてまいります。

皆さまからのご預金を
地域経済の活性化に役立てています

預金積金残高は、お客さまのニーズに的確かつ
タイムリーにお応えする各種商品を揃え、ライフ
プランに応じたサービスの提供に努めた結果、
9月末残高は2兆9,143億円となりました。総預金
に占める個人預金の割合は69.5％となりました。
貸出金残高は、お客さまの資金ニーズに迅速に
お応えし、9月末残高は1兆3,139億円となりま
した。引き続き、お取引先との対話を重ね、課題
解決に向けた最適なソリューションの提供に
よる伴走支援に努めてまいります。

■預金の預金者別内訳

収益の推移

預金積金・個人預金・貸出金残高の推移

■貸出金の業種別残高内訳

自己資本比率は15.78％になりました

当金庫では、資本の有効活用の観点から、適切なリスク
管理のもと、地域のお客さまに対する金融仲介機能の積極
的な発揮に努めるとともに、有価証券運用では内外の金融
市場の変化を見据え、収益性向上に向けたポートフォリオ・
リバランスを進めており、経営の健全性維持と収益力強化
の両立をめざしています。
2024年度上期は、貸出についてコロナ関連の制度融資の
返済が進む一方、制度融資以外の事業性融資（プロパー
融資）が増加したほか、有価証券運用についても収益確保
に向け国内事業債等への投資を増やしたため、貸出、有価
証券ともにリスクアセットが増加しました。
その結果、自己資本比率は15.78％と前期末より幾分低下
しましたが、引き続き国内基準（4％）を大きく上回り、高い
健全性を維持しております。
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不良債権に対する備えは万全です

金融再生法開示債権における不良債権比率は5.49%と前期
末より0.31ポイント良化しました。これまで同様、不良債権に
対する適正な引当を行い、内部留保とあわせて万全の備え
をしております。
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者に対する債権及びこれらに準ずる債権。
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債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができな
い可能性の高い債権。

危険債権

「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金。
要管理債権

不良債権比率

※計数は2024年9月末現在　原則として単位未満を切り捨てのうえ表示しています。
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あましんSDGs応援融資
～多様な学びを支援～
当金庫では2019年10月から、お取引先のSDGsやESG、カーボン
ニュートラルへの取り組みを資金面からサポートする「SDGs応援
融資」を取り扱っています。この商品では、取り扱い実績に応じて、
SDGsの趣旨に賛同し地域課題の解決に寄与されている組織、団体
などへ寄付を行っています。
2024年10月8日、「SDGs応援融資」取り組みの一環として川西市へ
多目的個別デスク・スタッキングチェア24セットを寄贈しました。
同市では学校内の空きスペースを活用し、自分のクラスに入りづ
らい児童生徒に対し、落ち着いた空間で学習支援や生活支援を行う
「校内サポートルーム」の取り組みを進めています。今回寄贈した
机と椅子は市立の小学校および中学校のサポートルームで活用
されます。

神戸大学×あましん
第2回共同研究成果発表・シンポジウム開催
2024年5月13日、神戸大学経済経営研究所とシンポジウム「ESG
地域金融がつくる中小企業の輝く社会」を開催しました。リアルとオン
ラインのハイブリッド形式で実施し、金融機関をはじめ中小企業
支援機関や地方公共団体などから約400人に参加いただきました。
当金庫は、ESG（環境、社会、ガバナンス）要素を考慮した事業性
評価の構築をめざし、2022年度から同大学と共同研究を進めて
おり、シンポジウムではこれまでの研究成果として「ESG要素を
考慮した事業性評価・支援による地域ESG推進モデルの取り
組み」について報告しました。また、評価シートを活用した実践
事例としてお取引先2社と取り組みを発表しました。

当金庫は、地域ESG推進モデルの横展開の一つ
として、2024年9月19日に神戸大学で兵庫県外の
３信用金庫（浜松いわた、川崎、福岡ひびき）と
ESG支援の知見を共有する「信金ESG広域連携
会議」を開催しました。この会議は年3回を予定して
おり、各信金の取組事例を通して必要とされる
ESG支援のあり方を
研究し、地元企業の
伴走支援に活用して
まいります。

地域経済の活性化と持続的発展

地域を超えて、ともに成長を

業 務 純 益

26億円

経 常 利 益

41億円
税引後中間純利益

29億円

自己資本比率は15.78％になりました

当金庫では、資本の有効活用の観点から、適切なリスク
管理のもと、地域のお客さまに対する金融仲介機能の積極
的な発揮に努めるとともに、有価証券運用では内外の金融
市場の変化を見据え、収益性向上に向けたポートフォリオ・
リバランスを進めており、経営の健全性維持と収益力強化
の両立をめざしています。
2024年度上期は、貸出についてコロナ関連の制度融資の
返済が進む一方、制度融資以外の事業性融資（プロパー
融資）が増加したほか、有価証券運用についても収益確保
に向け国内事業債等への投資を増やしたため、貸出、有価
証券ともにリスクアセットが増加しました。
その結果、自己資本比率は15.78％と前期末より幾分低下
しましたが、引き続き国内基準（4％）を大きく上回り、高い
健全性を維持しております。

自己資本額（単体） 自己資本比率(単体)

自己資本比率（国内基準・単体）

不良債権に対する備えは万全です

金融再生法開示債権における不良債権比率は5.49%と前期
末より0.31ポイント良化しました。これまで同様、不良債権に
対する適正な引当を行い、内部留保とあわせて万全の備え
をしております。

不良債権について

破産、会社更生、再生手続などの事由により経営破綻に陥っている債務
者に対する債権及びこれらに準ずる債権。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができな
い可能性の高い債権。

危険債権

「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金。
要管理債権

不良債権比率

※計数は2024年9月末現在　原則として単位未満を切り捨てのうえ表示しています。
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世界の貯金箱博物館
世界62ヵ国、25,000点を超える貯金箱を収蔵する世界
最大級の貯金箱博物館。尼崎にひとつの“文化の器を”
との思いから、1984年4月にオープンして以来40年、
地域の皆さまをはじめ県内外の貯金箱ファンの皆さまに
愛されています。

尼信会館
2001年6月、創業80周年記念事業の一環としてオープ
ンした尼信会館。館内の「城下町尼崎展」では、国の
重要文化財「太刀銘守家」など、歴史的に貴重な資料を
展示。また「コインミュージアム」では、当金庫が保有する
世界170ヵ国の金貨・銀貨等を展示しています。随時
特別展を開催していますので、ぜひご覧ください。

〒660-0862 兵庫県尼崎市開明町3丁目30番地
TEL （06）6412-5411（代）　https://www.amashin.co.jp 2024年11月発行

特殊詐欺被害の未然防止に向けて啓発ビデオを制作
特殊詐欺が社会問題化してから20年余り、いまだに被害は後を絶ちません。こうした
ことから、当金庫は地元の警察や劇団と連携して啓発ビデオを制作し、2019年から
注意喚起を行ってまいりました。今回、その第2弾として地元の大学にも協力いただき、
『キャッシュカード詐欺篇』『還付金詐欺篇』『架空料金請求詐欺篇』の3本を制作し、
2024年10月から、その手口と具体的な対策を紹介しています。
特殊詐欺の手口は巧妙化かつ多様化しています。当金庫では、啓発ビデオの営業店
窓口での放映、ホームページ掲載、SNSでの発信のほか、営業店が取り組む「地域
貢献活動」で積極的に活用しています。一人でも多くの皆さまにご覧いただき、詐欺の
被害に遭わないための対策にお役立ていただけたら幸いです。

キャッシュカード詐欺篇 還付金詐欺篇 架空料金請求詐欺篇

A M A S H I N  N E W S


